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｢コレステリン｣性肋膜炎｡・ヽ臨休的ニハ肋膜炎ノ

症状ヲ呈シ、惨出液中ニ｢コレステリン⊃以後

｢コ｣ト略記ス)結晶浮游シテ振温セバ絹絲状光

津テ呈スルテ特有トシ、膿性、孚L魔性、或ハ脂

肪性(Adipos od. Pseudochylos)、惨出液ト容

易二匯別サル。従来比較的稀有ノ疾患トサレ

1882年Th. Churton ニ依り初ノテ報告サレ、

其後1936年迄ニ37例ノ報告ｊ'レド゛モ近時二至

り學者ノ興味ラ惹カずルニ至リタノし篤カ、

　

ソノ

報告例少キュ至レリ。然ル二本邦二於テダヽ大正

４年小林(久)氏(ヤノ報告以来約40ノ報告アリテ

近年本症二對スル注意テ惹キ報告モ噌加セリ。

角尾教授(3レハ肋膜炎入院患者二對シテ本症ノヽ

1．1％ニ相常セルヲ見、Th.Chｕｒtｏｎ,Sharpe(4)、

Coyon ｅtｃ(5)、Ｍａｉｎｉｎｉ(6)、深谷(7'、吉本(8)、清

水(9)等ノ諸氏。・ヽ各２例宛報告セリ。其他本邦二

於テー・ヽ未報告ノモノ少ガラス、本症ハ決シテ従

来考ヘラレタル程丿稀ナルモノー゛｀非ズ。叉｢コ｣

性惨出液ズヽ慢性二経過セル心嚢炎(大須賀兼､小

林(義)叫及ビ腹膜炎(城下ヽ12、佐藤(13ﾉ、八田万代

相良町二於テ認メラレタル少数ノ報告アリテ

漿液膜ノ慢性炎症ト開係アルヲ･思ハシム。本症

。・｀ヽ壮年二多キモ、最高66歳(相良(潤卜6ﾚ)62歳

(Schｕｌｍａｎｎ町最低３歳(Ｌａｇｏs(1勺９歳(Shar-

pe)10歳(橋詰(19))等老人及ビ小見ニモ見ラレ、

叉男性二多ク女性例ハ稀ニシテ従来諸家ノ報告

中、女性ハ６例(Roseubachへ

　

Ｒｏｕillaｒd(21へ

中越(へ糸川(へ畠山y代村瀬町二過ギズ。

lｚａｒ(26)ノヽ原因ラ飲酒二置キタルモ、患者が酒客

ナリシ例｡ハ少数(Izar 、 Ruppert爪Ｗｅｅｍｓ(28)、

Kraffseyk町河原へ相良)ニｙテ、徽毒二就

キテモ血液と氏反妻陽性ナルハ寧口例外ニンテ

微毒二原因的意義テ置ケル報;17無乱叉｢コ｣ノ

集積セル事ヨリ｢リペそー｣1ヽノ開係考ヘラルヽ

モ糖尿病、｢ネフローゼ｣、｢クサン１７１｀－ジ

ス｣等ノ合併セル報冷無シ。大部分ノ報告刀一

側性ナルモRuppert氏例及ビ吉本氏ノ第１例

ニハ南側ぺ宮坂氏仙ノ例ニハ右側二本症九

左側二特鍵性肋膜炎-７見タリ。従来報告例ノ殆

ド全部二特特性肋膜炎ノ既往症ヲ有シ、ソノ経

過後１年(Sharpe吉本､･乃至40年･Schulmann)

大部分ハ敬年乃至10年前後二本症ラ謐明サレ、

肋膜炎経過後ハ外観上健康ニシテ自受症状無キ

モバRorillard, Coy on, 深谷)アルモ、軽度ノ

胸痛、p割託、痩削、時二毅熱等アルラ常トシ、

Coyon, Mainini 、Stein六角尾教授等ノヽ肋膜炎

が慢性二経過中本症二輯ズルモノナリト考フ、、

此黙二開シ興味多キハ安田兼氏ノ例ニシテ、33

歳男性、３年前血痰アリ、且ツ惨出性肋膜炎二

罹患シ一時軽快セルニ２年前肋膜炎再碓シ、惨

出液ハ初ノ黄色透明ナリシモ減少セズ、以後２

ヶ月毎二試験穿刺列丈復セルニＧケ月目ヨリ惨

出液ハ梢ｌ茶褐色テ帯ビ11ヶ月目－｢コ｣結晶

ヲ'謐明スルニ至レリ。、尚Mainini / 2例ハ人

工気胸療法テ施行セル斂年後二同側二本症尹見

タリ。

　

其他本症患者ダヽ肺結核ノ既往M (Izar,

Malaguti仇Churton, Kraffseyk)テ有スルカ

或ノヽ肺結核(Sharpe, Coyon,宮坂、楠井、小

松ヤ)、結核性脳膜炎(Stein)、血痰(栗原謳:、安

田)、其他ノ結核性合併症(佐藤耳

　

村瀬)テ疏

明シ、叉大多敬二肋膜穿刺時二著明ナル抵抗ヲ･

感ジ肋膜ノ肥厚ヲ･思ハシム。病理解剖學的ニモ
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肋膜ノ繊維乾酪性結核ヲ認八肋膜ノヽ雨葉共二

著明二肥厚シ(２乃至６糎)所カニ石灰沈著及ビ

化骨部アリテ、組織學的二同側肺尖部二結核性

-病竃テ認ノタル報告(Stein, Coyon)アリ。本症

ノ本態二開シテダヽ多数ノ報告者ハ結核性ト考

フルモー部學者(Chｕｒtｏｎ，Ｕｍｂｅｒ(38)、Izar,

Ruppert, Rosenbach,小林(久)、安田)ノヽ白験

例二結核性所見テ訣キ或ハ経過長ク惨出液ノ再

溜シ易キ鮎ヨリ結核性病因二開シテ疑問テ残セ

　

リ、叉惨出液中二結核菌ヲ澄明シテ其本態テ明

　

カこセルノペ甚グ稀ニシテ僅力４例(Mainini 2例、

　

Bevere町Ban on et Ｃａｄｅ(勺こ過ギズ、本邦

　

ニダヽ未グ其報告テ見ズ。多数學者ハ陰性ノ結果

　

ラ得タリ(Ronillard, Ruppert, Weems,Copon,

吉本、深谷、橋詰仕1)、安田、栗原)。惨出液ノヽヽ種々

　

ノ外観テ呈シ乳状乃至暗褐色｢チ。コレート｣様

　

ニシテ涸濁シ絹絲状光渫テ呈セル結晶性物質テ

認八顕微鏡下ニ｢コ｣結晶ハ大部分板状斜方結

囁一部針状斜方結晶テナシ、穿刺ノ反復ト共ニ

急速二減少シ西宮闘氏。・ヽ穿刺同数ト共二結晶型

モ亦憂形シテ終ニハ定型的結晶テ示サデルニ至

りシヲ'報告セリ。比重、蛋白質量りりレタ氏反

塵等ダヽ特登性肋膜炎ト同様ナルモ繊維素ノ析出

ハ全ク異リテ之レヲ記載セル例(Mainini,栗原、

楠井(魏戸≒楠井、小松、岩田㈲、原叫相良、

橋詰)ニーハ常二陰性ニシテ只一部ノ例(橋詰、楠

井、魏)ニ於テ初ノ･ハ繊維素ノ析出陰性ナリシ

モ惨出液中ニ｢コ｣結晶ノ減少卜共二陽性トナリ

シコlヽノヽ興味多シ。沈湾成分トシテハ｢コ｣結晶

白血球、赤血球及ビ内被細胞(一部脂肪良性細

胞)等テ常トスルモ一部(Weems, Kraffczyk,

吉本、宮坂、松本叫ニダヽ脂肪滴認ｙラレタリ。

細菌學的ニハ結核菌以外ノ菌チ謐明セル報告無

シ。脂質量二開シテハ大部分軍ニ｢コ｣テ定量セ

ルノミナルモ比較的詳細ナル報告及ビ對照トシ

テ特稜性肋膜炎ノ報告(吉本(曳角尾、森「ヲ

掲ク勺ノバ第１表ノ如シ。

１．

　

惨出液脂質量｢コ｣量ノ増加著明ニシテ最

第

　　　

１

　　　

表

報告者氏名

月　　　　参　出　液　脂　質　量　油g％） 血　液　脂　質　量（mg％）

　　・摘

日　　　要

總

脂
酸

燐

脂
質

總レリ

J
==，テご

遊lノリ
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Ｊテ1‾

結レリ

合ヌy

¬＿L‾
コア

摘

要
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脂
酸
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脂
質

總l/リ

¬ス、=，ｆご

逍1ノリ

離７、ｙ
¬,－Ｌ‾
コア

結l/リ
合ヌy

¬＿Ls
コア

Ruppert 左　側
右　側

360
100

1290
　220

Izar

25/Ⅲ

(1918)
26/IV
30/Ⅲ
(1919)

13/VlI

再　費

1591

1010

1375

　175

全　血

　　ｙ・

　　ｙｌ

　　り

248

189
222

160

Kraffczyk 480 血清 170

Weems 330 1390
り

300

Chaff ard 　6/Ⅲ
31/Ⅲ

2030
　315

229
240
1690
325

　４

９・

・・

231

237

Mainini l
仝　液
上　請
結　晶

583

300
283

仝　血 325

Mainini l 全　液上　清
結　品

943
263
680

り
249

楠井、小松 286 208 72 ・・ 147 95 52

楠井、魏
23/XI

　2/XII14/Xl]【

2934
　130
‘　75

2899
　83
　32

35
47
43

□

ダタ

タ９

212
154
162

163
101
114

49
53
48
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高3.409'0(相 良)二 達 シ、 ソ ノ「フラクチオ ン」

中著 シキ増加 テ示 セルノ・遊離 「コ」ニ シテ大部分

ノ・結晶 トシテ存在 シ(相 良、岩 田)、 結合「コ」ノ・

増加セズ(楠 井、小松、楠井、魏、 天木 価、 吉

本、岩田、相良)、 燐脂質 ノ・多 クノ例(吉 本、相

良、橋詰)二 於 イ テ ノ・増 加無 キモChauffard

etc.〔50)ノ報 告例 二於 テノ・著 明 二増加 セ リ.縮 脂

酸ノ・増加無 キモ ノ(天 木、吉 本第2例)著 明 二増

加 セルモ ノ(Chauffardetc.)及 ビ軽度 二堆『加 セ

ルモ ノ(吉 本 第1例 、Ruppert)ア リ.其 他 ノ脂

質「フラクチオ ン」ニノ・攣化軽度 ナル テ常 トスル

モ、Chauffardetc.ノ 例 二於 テノ・総 脂酸 ノ;著明

ナル減少 ラ示 セ リ。

2.血 液脂質最 多藪例 二於 テノ・各「フ ラクチオ

ン」共 二正常値 テ示 セル モ少数例(Izar,Weems,

Kraffczyk,Mainini)二 於 テノ・軽 度 ノ過 「コ」血

認 メラ レタ リ。Izar,Weerrlsノ ・之 レテ以 テ本

症 ノ原因 トナ シMaininiKraffczykノ ・滲 出液 中

二増加 セル「コ」ガ肋膜 ヨリ吸牧 サ レ、二次 的 二

過 「コ」血 テ起 ス ト説明 セ リ。

本症 ノ経過ノ・大部分佳良 ニシテ、1ケ 月乃至1

ケ年一般 ニノ・4、5ケ 月 ニテ滲 出液 テ謹 明 セザル

ニ至 レリ。 只tzarノ 例 ノ・4ケ 月 日ニ一時軽快

セルモ、8ケ 月 目二再褒 セ リ。稀 ニノ・不良 ナル

経 過 テ取 ルモ ノモ アリテ、左側肋膜脱脂 ノ萎縮

ノ爲 二左側 二心臓轄位 シ循環障碍 テ起 シ(岩 田)

或 ノ・長時 日滲 出液存綾 セル爲、 心臓歴迫 二依ル

循環障碍 ヲ'起シ(安 田)、 叉結核 性合併 症 ノ爲 一

死 亡 セル報告(SteinCyon)ア リ。

上述 ノ如 ク、臨休 的所見 二關 シテノ・諸家 ノ報告

一致 セルモ滲出液 ノコ ト密接 ナル關係 テ有 スル

燐 脂質、中性脂肪及 ビ細菌學的検査 二關 スル報

告ノ・爾充分 トノ・云 ヒ難 ク、叉滲 出液 「ゴ」ノ集 積

及 ビ結晶 ノ生成 二關 シテノ・倫 明確 テ鋏 キ種 々 ノ

假設 存 スル ニ止 マルノ・資 料不充分 ナル爲 ト考 ヘ

ラル。著者 ノ・從來比較 的稀有 トセ ラレタル女性

例2例 ラ近 時経験 シ、第1例 ニハ滲 出液 中二結

.核 菌 ラ讃 明 シ其病 因 ラ確 定 シ得 タル故、追加報

告 シ、併 セテ脚 力考察 テ試 ン トス。

症

第1例

■ 、69歳 女性。

家族歴、特記ヌベキ事無ク結核性素因ヲ詮明セズ。

既往歴、生來健康ニシテ著患ヲ知ラズ。急性傳染疾患

及ビ腎、肝臓疾患等ヲ諦明主ズ。叉、飲酒、喫煙セズ。

例

19歳 ノ時、38度 前後 ノ登熟、呼吸困難、心悸先進等

ア リテ、左側滲出性肋膜炎 ト診断サレ胸腔穿刺 ヲ行ヒ

滲出液 ヲ排除セラv、 約6ケ 月後軽快 シ、其後約40

年 間白昼症状ナク健康二経過セリ。

現症歴、5、6年 來時 々圭 トシテ春秋2季 二風邪二侵サ
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レ易々、37度5、6分ノ螢熱、咳瞰、喀痰及左胸下部

二腰垣感アリ、数日後下熱セノ1／モ白受症状､・ヽ１週間位

績クヲ常トセリ。昭和13年４月上旬二再ビ軽度ノ螢

熱、咳瞰始－リ左胸下部二腰垣感アリテ食慾不振トナ

ル約１々･月中ニテ軽快セリ

　

８月中旬再ビ同株イ症状

ヲ呈シ約３週間後軽快セリ。

11月28日突然38.9度ノ登熱ト共二咳漱、喀痰烈シ

ク、咳瞰時二左側胸痛ヲ訴フつ呼吸困難、全身倦怠ヲ

愛工臥林セリ。撒日後暫時下熱セルモ37度5、6分／

微熱績キ自愛症状軽快しセザル故ニ、12月11日常内科

外来ヲ訪ネ左側肋膜炎ト診断サレ同月28日入院jス。

入院時主訴、軽度ノ咳瞰及ビ左胸下部ノ腰垣感。

入院時ノ所見、僣格中等柴養梢；不良、髄重37尨、

脈槽皺86、整調緊張仕良、血眼最高158粍、最低93

粍(リパロ､。チ氏法)呼吸敬30、軽度ノ呼吸困難ヲ訴

フ。僻温37度２分眼瞼結膜梢；蒼白ニシテ軽度ノ茨

白色舌苔アリ。

胸部・ヽ軽度ノ鳩胸状ヲ呈s／、且丿左胸部｡ハ萎縮シテ呼

吸運動モ制限サレ胸椎左側二轡曲セリ。胸囲ハ第９胸

椎較状突起及ビ第５肋骨胸骨紅ノ高サユテ右側37糎、

左側35糎、呼吸差ハ右側１糎、左側０．５糎ナリ。

心臓｡・ヽ正常位、正常大ニシテ心音二雑音無ク第２肺動

脈音尤進セリ。肺臓ノヽ打診上前面ニ。･ヽ樋化無夕左背面

ニテ第六胸椎粒状突起ノ高サ以下二濁音ヲ呈シ、弊音

振鐙消失ン、肺下縁ノ呼吸性移動無シ。聴診上濁音部

ニテタヽ呼吸音減弱乃至消失シ’、暇音摩擦音無シI。右胸

前下部及ビ左胸背面中央部二少徽ノ乾性囃音アリ。胸

部｢l／｣線寫池上左側下部二惨出液ト思｡・ヽﾉl/ヽ陰が部

ノ他二石友沈著ニョノ1/ト認メラルヽ斑紋状ノ濃厚ナ

ル陰影アリ。

腹部ニ､・ヽ異常無ク、肝、牌、腎臓ヲ鯛1／ズ。四肢二浮'

腫無ク諸種反射正常。

尿清澄･=＝｡ジテ比重1.028、弱酸性、糖、蛋白其他ノ

反唯陰性沈査二異常無s／。糞､便正常便ニダテ異常ナ

ジｏ

喀痰殆ド無ク、早朝喀出セジメ.タル痰二結核菌ヲ認メ

フ≒

血液.・ヽ血色素60％、赤血球278萬、白血球2100、白

血球像ハ中性多核白血球56．4％、淋巴球24．4％、｢エ

オジｙ｣嗜好性白血球12％、大単核及ビ移行型白血球

7．2％、赤血球、沈降速度１時間値56粍(ウ。jステル

【第18巻

｢クベルクリｙ｣皮内反鹿1000倍液ニテ直径15粍ノ紅

斑ヲ呈ヌ。

入院後ノ経過。12月26日第１同、胸腔穿刺、同月29

日第２同胸腔穿刺後、左胸下部ノ緊迫感及ビ呼吸困難

ノヽ一時軽快セ≒

　

胸腔穿刺時、肋膜肥F･よ著明－シテ

硬ク、濁音部ノ下部ニテハ穿刺針刺入シ難ク、溶出液

。･ヽ濁音部ノ上部ニテ著明二肥厚硬化セル肋膜ヲ経テ

約６糎ノ深サエテ排除セリ。昭和14年１月５日頃ヨ

リ再ビ多少ノ呼吸由難、左胸部ノ歴迫感起り１月

17日第３同穿刺二依り是等ノ自愛症剽ンヽ軽快セリ。

１月10日頃ヨリ仝ク無熱トナリシモ赤血球沈降速度

ハ依然著明二促進ン１月17日80粍(１時間値)同月

23日82粍(ウ。ステルグレーｙ氏法１時間値)ヲ示セ
－ - - ･ 一 心 -

リ。同月30日頃ヨリ咳瞰、右胸前下部及ビ左胸背面

中央部ノ乾性囃音、漸次減少シ、自費症状モ軽快シ２

月３日第４同穿刺後、同月６日退院セリ。退院後ノ繩

過モ良好ニジテ、同月21日第５同穿刺二依り惨出液

15耗ヲ得タルノ４ニシテ、其後ハ惨出液｡･ヽ全ク疏明

サレザルこ至｀リ。

惨出液所見。12月26日、第１同穿刺、液量20耗、帯

黄色乳状二涸濁シー見膿状ヲ呈セルモ無敷ノ小結晶

性物質浮游ヅ絹絲状光源ヲ呈じス。暫時放置セバ沈澱ヲ

生じ上清ハ黄色透明1ヽナル。、弱「アルカリ」性、比重

1.023、リバルタ氏灰塵強陽性ナルモ繊維素析出セズ。
一 一

細菌染色及ビ寒天培養共二陰性、顛微鏡的ニ。･ヽ無数ノ

斜方板状ノ結晶アリテ大部分、其１角叉・ヽ２角ヲ鋏キ

此ノ結晶性物質ノヽ後記セル如ク「＝=･」結晶ナノ1/事ヲ確

定セリ。其他極ク少数ノ赤血球白血球及ビ内被細胞

（一部脂肪愛性細胞）仏

ノ定性試験、結晶ノ光深及ビ結晶型ヨリ「＝=･」結晶ナノ1/

ヲ思ハジムルモ、更二顔微鏡下ニテ辰野／１角二濃硫

酸１滴ヲ加フノ1/ニ絲、赤、紫川順二著色シ結晶が「＝･」

ナル事ヲ疏明入､叉惨出液ノー部ヲ濾過シテ結晶ヲト

リ蒸領水ニテ数同洗ヒタノ1／後ニ「アルコール」、「エー

テル」混液二溶解シテ次ノ試験ヲ行ヒタリ。

1 .　Salkowski 氏反塵　強陽性。

2. Liebermann-Burchard氏反塵　強陽性。

３．「ヂギトユｙ」試験「ヂギトニｙ」沈澱反塵陽性ニ

シテ沈澱後ノ「エーテノl/」抽出分ニ。･ヽ前記二反感陰性

ニジテ、結晶・･ヽ遊離、「コ」ノｉナル事ヲ確定セリ。

叉、惨出液ヲヨク振鐙セル後二一定量ヲトリ前記ノ如

ク處理ヅテ得タノl／上清（濾液λ結晶及ビ早朝空腹時ニ
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得 タル血 漿 二就 キテ 総 脂 酸 及 ビ燐 脂 質 ヲBloor氏 酸

化 沃 度 法fir,二 依:リ、 「コ」ヲ安 田氏 「ヂ ギ トニ ー ド」酸

化沃 度法 〔52)二佐 リテ定 量 シ中性 脂 肪 及 ビ総 脂 質 量 ・・

計算 二依 リテ 算 出 ・ヒ リ(第2表)。

蛋 白質7.0%(末 吉 法)

遊 離 「コ」結 晶1.032選i%

上 清 総 「コ」8.7彪%

(其 他 ノ脂 質量 ノ・第2表 参 照)

12月29日 第2同 穿 刺 、 液 量17髭 、 前 回 二比 シ楓 濁

結 く減 少 セル他 ハ同 様 ノ性 状 ヲ呈 ス。

蛋白質
e

遊 離 「コ」結 晶

上 清 総、「コJ

昭 和14年1月17日 第3同 穿 刺 、

明 二減少 セ リ。

蛋 白質

遊 離 「コ」結 晶

上清 総 「コ」

7.0%

765}蓮…%

81遍 …%

液 量40蛯 、 潤 濁 著

2月3日 第4同 穿刺、液量28靖 、

軽度ノ澗濁ヲ呈セル ノミ。

ズ。沈査二細胞成分稚 く増加セ リ。

蛋白質7.0%

遊離「コ」結晶39彪%

上清総「コ」80竜%

2月21日 第5同 穿刺、液量15蝿 、前回同様 ノ性状 ヲ

有シ、一部 ヲ鈴木氏、銀杏鶏卵培地二培養セルニ約7

週間後二約15個 ノ結核菌集落ヲ認 ム。

蛋白質

遊離「コ」結晶

上清総「コ」

第2例

一 、18歳 女性。

家族歴、特別 ノ事無 シ。

7.1%

68種%

80地%

栩 濁 更 二減 少 シ、

「コ」結 晶 型 ノ 髪 形 ハ認 メ

6。9%

21瑳…%

79租 …%

既往歴、肋膜炎 ノ既往歴不明。

現症歴、昭和13年1月 中旬頃 ヨリ時 々熱感及 ビ右胸

部ノ膣迫感アリテ全身倦怠 ヲ魔工、軽度 ノ咳漱、喀疾

アリ。昭和14年3月 頃ヨリ咳漱時 二右胸部二神経痛

様ノ疾病加 バリ署師/診 察 ヲ受ケ肋膜炎 ノ疑 ヲ置カ

ノ1!o

約1ケ 月前 ヨリ食慾不振一rナリ右胸痛及ビ咳漱喀疲

培加 シ、昭和14年8月1日 當内科外來ヲ訪 ネ、右側

肋膜炎 ト診断サv、 同月8日 試験穿刺二依 リテ「コ」性

滲出液ヲ得タ リ。

現症、盟格中等度榮養稚 く不良 ニ シテ右胸下部稚 く

萎縮 シ、呼吸運動著明二制限サル。心臓・・正常位正常

大ニシテ心音 二雑音無〃、第2肺 動脈音稚 く先進セ,

リ。肺臓 ハ打診上前面ニノ・攣化無キモ右背面全面二濁

音 ヲ呈シ、殊二第七胸椎棘状突起 ノ高サ以下二強度 ノ

濁音 ヲ呈シ、聾者露盤消失 シ'肺下縁 ノ呼吸性移動清失

セリ。聴診上、濁音部ニテ呼吸音減弱 シ下部ニテ・・呼

吸音消失ヌ。羅音摩擦音ヲ認メズ。

腹部二異常無ク、肝、脾、 腎臓ヲ鯛 レズ。 四肢二異

常ヲ認メズ。

滲出液所見(8月8日 右胸試験穿刺液)。

乳白色掴濁 シ'無数 ノ小結晶性物質遊離シ、振盟主・《絹

縣状光澤ヲ呈ス。第1例 二比 シテ結晶性物質豊富ニ シ

テ暫時放置セルモ沈澱及ビ上清 ヲ分離セズ。遠心沈澱

二佐 リ上清ノ・黄色透明 トナル。細菌染色及 ビ寒天培養

共二陰性、顕微鏡下二無数 ノ斜方板状結晶及 ビ極ク少

数 ノ白血球及ビ内被細胞 ヲ認メ、脂肪滴及ビ赤血球ヲ

認メフご.比重1.022、 弱「アノレカリ」性、 リバ〃 氏反

応強陽性、繊維素 ノ析出ヲ鉄〃。滲出液脂質ハ第1例

同様 ノ検査 ヲ行ピタ リ。(第2表 参照)

蛋 白質6・8%(渡 積屈折計及ビ

ラ仁ス氏表)

遊離「コ」結晶2863選 …%

上清総「コ」93殖%

(其他 ノ脂質「フラクチオソ」・・第2表 参照)

経過、8月8日 第2同 診療及患者 八節郷 シテ來院セ

ズ。

前記2例 ノ「コ」性肋膜炎 ノ滲出性及 ビ血漿脂質量 ト

対照ノ目的ヲ以テ特登性肋腹炎患者6例 及 ビ健康者

5例 二就 キテ同一:方法 ヲ以テ測定セル結果(第2表)

ト.ヒヒ較スノレニ、

1.滲 出液脂質量 「コ」ノ増加著明 ニ シテ総「コ」ノ・

特獲性肋膜炎滲出ノ準均値 二比 シ、第1例 ノ・16倍 、第

2例 ノ・40倍 二塘加シ、遊離「コ」ハ第1例 ニテ40倍 第

2例 ニテ108倍 二増加 シ、殊二第2'例 ノ総「コ」量:2956

地%ナ ルノ・相良氏 ノ報告(総 「コ」3409彪%)二 次 ギ

「コ」量 ノ増加顕著ナノV例ナ リ。夏雲滲出液 ヲ結晶及 ビ

上清二分チテ見 ルニ2例 共二「コ」ノ増加 ハ結晶「コ」

二依ルモノニシテ、上清ニチハ2例 共二1コ 」各「フラ

クチオソ」・・特蛮性肋膜炎滲出液 ト同様 ノ値ヲ示 シ、

大盤其上界値 ヲ示セリ。結晶部ニノ・遊離「コ」以外 ノ脂
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第 2 表
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」
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;

;
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一 ▼一
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病 名;

i日

脂
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レ 〆

ン'
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ll
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{一__一_,一

策2例■
18♀

「コ レ・ス テ リ

ソ」性 肋 膜 炎

26!X∬ 7.0 (一) ㈹)
上清
結晶
全液

45}87141

(
45)1、1、911032
-i

11073

46

(一)
46

万

(一)里

39

(一)
39

(53)

(4)一
(52)

(6)一
(49)

(26)159一
(53)

(墨

(53)
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(一)
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可
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60
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百

(一)
50
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1255

再4

97gl

至66
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一
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29/X皿 7.0 (一)

一
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一

(一)

一

(一)
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賠晶
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44
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44

万

(一)40

冨

(一)
38

万

(一)
40
一 一-

52

(一)
52

81

80

148
}

80

119
-

79

100

一
39

1765

遡L墾
41

68

109
-

38

39

77

1711 7.1

『

710

一

(十)

}一

上清
結晶
全液一
上清
結晶
全液一
上清
結晶
全滅

183

}

196

一

136

●一

151

}

46

-

52

一

90 (66) 114 495

31皿

一
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42
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42
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一
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-

201
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一
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一
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一
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21
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一
53

(一)
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一 一
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9314548
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(16)

57

(一)
57

ll

蜘
肋

膜
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『■『 一 _一

野017♂
一 一
13佃

____==7一;
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南

至
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(十)

(一)

一 ヨ　 一 一-

72 86L21…55
一一 一一 暫 一皿 一}一 一
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一「二一;一 一一一'』 二 一一一 一一一 一
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102145
_1_
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-1

2571
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一
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-
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-
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-
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-

701一

一
50一

一
49 217 639

○ 口27・ ♀ 251皿 (一) 51
1
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小050♂ 31皿1
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-

39
-

55
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-

21
-

26一
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-

37
-

44

(67)50
「

i 175i150111 40 71
一
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一
415

○ 川33・ ♀・24!Il6.9 (十) (一) (64)66 146 117一 47
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70一 亟
卒 均 値 _鯉]… 圭

一1一 185
-1一

_1

-

175

1591134 86

一
(64)一
(60)

一
(56)

爾 「i歪454

最 高 値 33
-

36 認 一型1重 璽i」笈2q39(56)149

2091

257i

一陸圏

卜掃廊
124唱102

70
-
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134一
旦1

爾 「i賜
一
639

最 低 値 581

一
89
一
359

健 康 者5例 不 均 値
一
146 901(66) 105 480 　

質 ハ存 在 セ ズ。其 他 ノ脂 質 「フ ラク チ オ ソ」ハ特 蛮 性肋

膜 炎 滲 出液r全 〃一 致 セ ル値 ヲ示 セ リ。而 シ テ第1例

ニ テ ノ・反 復 穿 刺 二佐 リ液 中 ノ結 晶 ノ減 少 ト併 行 シ テ

遊 離 「コ」著 明 二減 少 セル モ、 其 他 ノ脂 質 「フ ラ ク チ オ

ソ」ニ ハ殆 ド墾 化 ヲ 認 メ ザル モ各 「フ ラ ク チ オ ン」共 二

減 少 ノ傾 向 ヲ示 セ リ。

2.血 漿脂質畳 築2例 ニ ハ測定 シ得ザリシモ第1

例 ニテ へ 脂質各「フラ〃チオソ」共 二特蛮性肋膜炎二

比 シテ稽 ζ高値 ヲ示 シ、其ノ上界ニアルモ、之vヲ 夏

二健康者 ト比較セバ攣化無〃、寧口特蛮性肋膜炎ニテ

血漿脂質量、明 カニ減少セル ラ認 ム。

症例総括及ビ考按

第1例 ノ・69歳 ノ女性 ニ シテ文献上最高 齢 ナ リ。

叉従来本症ノ、主 トシテ男性 二見 ラ レ、諸家 ノ報

告例 中女性例 ハ偉 力=6例 二過 ギ ズ シテ比較 的

稀有 ノモ ノトサ レタ レ共、著 者 ノ2例 ノ・共 二女

性 チ リシテ以 テ見 レバ、本症 ノ登 生二封 シ艀性

素因rgeschlechtsgebundeneculage)ガ 重要 ナ
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リトノヽ思考シ難ク、西宮氏ノ説二左祖セントス

ルモノナリ。第１例－ヽ肋膜炎罹患後50年ラ経

過シヽ其問屡！再歌シ終二惨出液中ニ｢コ｣結晶

ヲ澄明スルニ至り臨休的ニモ古キ肋膜炎ノ症状

ｦ･呈シ第２例・－テハ肋膜炎ノ既往歴不明ナルモ

登病後７夕月テ経テ本症ヲ澄明サレ２例共二肋

膜ノ肥厚著明ナルハ先人ノ所見ト一致シ、且ツ

第１例二於テハ惨出液中二結核菌ヲ澄明シ病因

ヲ確定セリ。狗惨出液中二繊維素ノ析出ヲ訣ク

｡ハMaiDini其他ノ諸氏ノ報告ト一致セリ。

其原因二開シテニ、三ノ研究テ行ヒタルモ明確

ナル結果テ得ずリキ。惨出液ノ化學的組成二開

シテノヽ脂質中遊離｢コ｣(大部分結晶トシテ存在

刈ノミ著明二噌加シ、其他ノ｢フラクチオン｣及

ビ蛋白質､ハ特歌性肋膜炎ノ惨出液ト殆ド差異ラ

認ノズ。叉第１例ニテ。･ヽ血漿脂質量－デ常値ヲ

示シ、血漿及ビ惨出液ノ脂質量テ比較フヽルニ惨

出液二於イテ總｢コ｣約８倍、遊離｢コ｣約20倍、

燐脂質約1ﾊ中性脂肪約1/2倍ニシテ、｢コ｣殊二

遊離｢コ｣ノえ惨出液中二集積ザレ且ツ其大部分

｡ハ結晶トシテ存在セルハ興味多ク、此ノ鮎４開

シテ文献テ綜合スルニ

r・

　

脂方新陳代謝障碍

　

Izar Weemsハ過｢コ｣

血テ以テ原因トナシ、二次的二惨出液中ニ｢コ｣

集積スト考ヘタルモ、過｢コ｣血無キ本症ノ存在

及ビ過｢コ｣血ラ件フ各種新陳代謝疾患二本症ヲ

見ずル事等ヨリ諸家(Kraffczyk, Chauffard,

Ｃｏyｏｎ,Ｍａｉｎｉｎｉ)ノヽ反對セリ。叉吉本ノ雨側｢コ｣

性肋膜炎ニテ惨出液中ノ｢コ｣量が左右二大差ア

ル゛゛此ノ説ニテノ｀ヽ説明シ難シ。

2．

　

惨出液中ノ細胞ノ憂性

　

Ruppertハ惨出

液中ノ細胞ノ受性二原因テ求八Ｃｏyｏｎ.ハ｢リ

パーゼ｣ニ依り白血球ヨリ｢コ｣分離シ、肋膜肥厚

ノ認二吸収遅ク次第二濃度トナリ終二結晶ヲ生

ズト考へRouillardダヽ特蔓性肋膜炎ト比較シ

テ惨出液中ノ｢リパーゼ｣ニハ憂化ナキモ肋膜透

過性ハ著明二減少セルテ謐明シテＣｏｙｏｎノ説

ラ支持セリ。

３．

　

肋膜ノ宛化

　

Churtonハ解剖所見ヨリ肋

639

膜炎初期二生ゼル細胞滑ノ良性トナシ、Umber

ノヽ小キ肋膜硬塞ノ分解ヲ･考へＫｒafrｃｚｙkノヽ「ア

ノレコール」其他未知ノ毒素二依ル肋膜内被細胞

ノ脂肪憂性ト考へ、Chauffardモ亦肋膜ノ脂肪

受性ヲ以テ最モ可能ナル原因トナシ、Mainini

ノヽ肋膜脂肪良性存在セル時ニダヽ肋膜内暦ノヽ「コ」

成生膜トシテ作用スト考フ。深谷ノヽ肋膜肥厚ノ

鴉二遊離「コ」ノ吸収が阻害サレ徐々ニ濃厚トナ

リ終二結晶テ生ズト考フ。

其他未知ノ原因二依ル惨出液ノ「コ」溶解性ノ低

下等種力議論ノ存フヽル所ナルモ、本症ダヽ臨休的

ニダヽ慢性肋膜炎ニシテ病理解剖所見ニテ肋膜結

核存在シ(Coyon. Stein)、肋膜腔表面ニ「コ」結

晶及ビ細胞成分ノ混合物が沈著シ(Churton, De

Reuzi, Rosenbach)、且ツ惨出液中二結核菌ヲ

澄明サル(Barion et Cade, Mainini, Bevere

著者ノ第１例）ヲ以テ見レバ、結核性肋膜ノ特異

型ナル事ノヽ疑ヒナク、結核組織二於ケル化學的

研究ヲ見ルニColdｗe11≒ノヽ牛ノ淋巴腺乾酪組

織ニハ非結核組織二比シテ、「コ」著明二増加シ、

「レチチッ」減少セルテ見、奈良坂5づヽ人値淋巴

腺及ビ腎臓結核組織ニテ遊離「コ」著明二噌加シ

脂肪酸モ多少噌加セルモ結合「コ」ノ噌加無ク、

「lノチチン」ハ減少シ、此ノ良化グヽ乾酪組織二最

モ著明ナルテ謐明シ倉重戸）モ亦同様ノ結果テ得

タルヲ以テ見レバKraffczykXhauffard等ノ所

謂肋膜脂肪良性ノ本態トシテ結核性憂化が考ヘ

ラレ、肋膜結核組織二集積セル遊離「コ」ハ乾酪

良性ト共二肋膜ヨリ惨出液中二出デ遊離「コ」ノヽ

非水溶性ナル故二惨出液二溶解シ難ク、徐力一

結晶トナリテ析出シ、一部肋膜表面二沈著シ､一

部惨出液中二浮游セルモノト考ヘラレ、肋膜腔

穿刺毎二浮游セル「コ」結晶ノ著シク減少セルハ

新二生ジタル惨出液ハ普通ノ性状ヲ･有シ只之レ

ニ既存セル「コ」結晶が混入フ、ルニ過ギデルガ篤

ナル可シ。尚結合「コ」、「レチチン」中性脂肪等

ハ結核組織二噌加無ク、且ツ結晶テ生ゼデル故

初期ニハ脂肪滴1ヽナリテ參出液中二浮游セルモ

長年月ノ内二徐々ニ肋膜ヨリ吸牧サルモノナル



可シト･lヽ゛ltサル。

摘

　　

要

著者ハ「コレステリン」性肋膜炎ニツキ綜説的記

述サナセル後自己ノ経験セル２例ニツキ報告セ

リ。

第１例ハ69晟ノ主婦ニシテ50年前左側肋膜炎

二罹患セル事アリ。軽度ノ咳楸ト左胸部ノ屋迫

感ヲ主訴トシテ来院シ左側ニ「-1」性肋膜炎アル

事澄明セラル。第１同穿刺液中－・ヽ1032 mg %

ノ「コ」結晶ト87mg％ノ溶解性「コ」トテ含有

シタルモ、穿刺ラ反復スル毎ニ「コ」結晶ノヽ著明

二減少シ第５同目ノ穿刺液中ニハ21 mg ％ノ

「コ」結晶ト79 mg％ノ溶解性「コ」トヲ認へ且

ツ同液ヨリ結核菌ノ培養二成功､セリ。

第２例ハ18歳ノ處女ニシテ７ヶ月以来咳瞰喀

痰胸痛ヲ訴へ右側胸廓ノヽ軽度ノ萎縮ト呼吸運動

ノ減退ヲ示シ後下部ハ濁晋ヲ呈シ、呼吸音､・ヽ消

失シ、穿刺ニョリ「コ」性肋膜炎アル事テ謐明セ

ラル、ソノ中ニ2863 mg ％ノ「コ」結晶ト98mg

ｘノ溶解性「コ」ヲ含有セリ。

上記２例ノヽ何レモ慢性肋膜炎ニシテ特登性肋膜

炎ト・ヽ惨出液中二繊維素ノ析出チ訣除スル事ト

「コ」結晶ノ浮游ス測

量、燐脂質量、中性脂肪量、細胞性分､ハ特費性

肋膜炎ト異ナル所ナシ。

数病機韓二開シテ､ハ肋膜結核が重要ナル因子テ

ナスモノトJS考セラル。

摘筆スルニ常り御懇篤ナル御指導ト御校閲ｦ‘賜

リシ恩師坂口教授拉二堕渫助教授ノ御鞭捷二深

謝シ、宍岩田、村上雨學士ノ御助カヲ･謝ス。
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